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春爛漫・飛騨高山の観光と魅力
温
泉

ト
ピ
ッ
ク

■
奥
飛
騨
温
泉
郷

耳
よ
り

情
報

そ
の
他
主
な
見
ど
こ
ろ

■
飛
騨
高
山
温
泉

近い上高地　　　
車で～分の距離
高山本線全通周年

ト
ピ
ッ
ク

①

②

③

入
浴
手
形
を

春
か
ら
発
売奥飛

騨
温
泉
郷

八
つ
の
源
泉

知
名
度
も
向
上

五
温
泉
地
の
総
称

露
天
風
呂
が
魅
力

６
月
に
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

タ
フ
な
コ
ー
ス
設
定
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㊧
は
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
の
ジ

ャ
グ
ジ
ー
と
壺
風
呂
、
㊦
は
奥

飛
騨
の
新
穂
高
の
湯

　
①
情
緒
溢
れ
る
古
い
町
並
。
ゆ
っ
く
り
と
見
て
回
り
た
い

　
②
４
～

月
の
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
我
楽
多
市
」
、

掘
り
出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も

　
③
４
月
３
日
開
催
さ
れ
る
「
飛
騨
生
き
び
な
祭
」
、
平
安
朝
の

装
束
が
美
し
い

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
４
月
か
ら
、

入
浴
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む
り
達

人
」
が
発
売
さ
れ
る
。
温
泉
湧
出

量
日
本
第
３
位
の
豊
富
な
温
泉
を

心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
の

が
狙
い
だ
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
（
税

込
み
）
。

軒
の
宿
泊
施
設
で
利

用
で
き
る
。
フ
ロ
ン
ト
や
売
店
な

ど
で
販
売
。
有
効
期
限
は
発
行
か

ら
１
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
手
形
の
裏
面
に
３
枚
の
入
浴
シ

ー
ル
が
貼
り
付
け
て
あ
り
、
入
浴

の
際
は
フ
ロ
ン
ト
に
手
形
を
提
示

し
、
シ
ー
ル
を
は
が
し
て
渡
す
。

シ
ー
ル
枚
数
は
施
設
に
よ
っ
て
異

な
る
。

　
ま
た
、
シ
ー
ル
の
裏
面
に
は
温

泉
郷
の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
マ
ー
ク
が
三
つ
出
る
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
ラ
ッ
キ
ー
特
典
」
を
付

け
た
。

　
周
辺
に
は
下
呂
温
泉
や
奥
飛
騨

温
泉
郷
と
い
っ
た
有
名
温
泉
地
が

あ
る
た
め
か
あ
ま
り
目
立
た
な
い

が
、
飛
騨
高
山
の
温
泉
も
高
山
観

光
の
拠
点
に
あ
る
温
泉
地
と
し
て

知
名
度
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

　
飛
騨
高
山
温
泉
は
八
つ
の
源
泉

と

の
宿
で
楽
し
め
る
。
七
つ
の

宿
に
自
前
の
源
泉
が
湧
出
し
、


の
宿
が
一
つ
の
源
泉
を
共
同
利
用

し
て
い
る
。

　
自
前
の
源
泉
を
持
つ
の
は
ひ
だ

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
（
源
泉
名
・
飛
天

の
湯
）
、
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
高
山

リ
ゾ
ー
ト
（
同
・
飛
騨
高
山
温
泉

１
号
泉
）
、
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ

ル
（
同
・
新
天
領
の
湯
）
、
飛
騨

亭
花
扇
、
別
邸
い
い
や
ま
（
同
・

神
代
の
湯
）
、
ス
パ
ホ
テ
ル
ア
ル

ピ
ナ
（
同
・
大
名
田
温
泉
）
、
高

山
桜
庵（
同
・
飛
騨
花
里
の
湯
）、

臥
龍
の
郷
（
同
臥
龍
の
湯
）
の
７

軒
。

　
関
係
者
は
い
う
。
「
北
ア
ル
プ

ス
の
雪
が
解
け
、
長
い
時
間
を
か

け
て
地
下
へ
と
浸
み
込
み
、
飛
騨

高
山
で
温
泉
の
恵
み
に
な
っ
た
」

と
。
泉
質
は
単
純
温
泉
や
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
塩
化
物
泉
な
ど
数
種
類
あ

る
。

　
日
本
を
代
表
す
る
景
勝
地
の
一

つ
が
長
野
県
の
上
高
地
だ
。
標
高

３
千
㍍
級
の
穂
高
連
峰
や
焼
岳
を

は
じ
め
と
す
る
名
峰
に
囲
ま
れ
、

清
流
・
梓
川
と
織
り
な
す
風
景
は

旅
行
者
の
心
を
引
き
付
け
て
や
ま

な
い
。

　
そ
の
上
高
地
ま
で
、
「
平
湯
温

泉
か
ら
だ
と
タ
ク
シ
ー
で

～


分
で
行
け
る
」
と
飛
騨
・
高
山
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
。
「
そ

ん
な
に
近
い
の
？
」
と
驚
く
人
も

多
い
と
い
う
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
前
の
高
山

濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
平

湯
温
泉
経
由
上
高
地
行
き
が
運
行

さ
れ
て
お
り
、
１
時
間

分
ほ
ど

で
行
け
る
。料
金
は
２
６
６
０
円
。

　
な
お
、
高
山
駅
が
あ
る
高
山
本

線
は
今
年

月

日
、
全
線
開
通


周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
。

高
山
駅
舎
は
市
制

周
年
に
あ
た

る
２
０
１
６
年
に
改
修
さ
れ
、
合

わ
せ
て
駅
前
広
場
の
再
整
備
も
。

特
に
、
東
口
駅
前
広
場
は
回
遊
広

場
と
し
、
観
光
案
内
所
も
改
修
、

設
置
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
は
北
ア
ル
プ
ス

の
麓
に
点
在
す
る
五
つ
の
温
泉
の

総
称
。
い
ず
れ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
山
岳
風
景
と
露
天
風
呂
が
魅
力

だ
。
そ
の
露
天
風
呂
は
大
小
合
わ

せ
て
１
０
０
カ
所
以
上
あ
り
、
そ

の
数
日
本
一
と
も
い
わ
れ
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
最
奥
に
あ
る

の
が
新
穂
高
温
泉
で
、
井
上
靖
の

「
氷
壁
」
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。

人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
新
穂
高
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
の
起
点
と
も
な
る
。

新
穂
高
の
湯
や
ひ
が
く
の
湯
と
い

っ
た
日
帰
り
温
泉
も
充
実
し
て
い

る
。

　
ト
チ
の
木
が
抱
負
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る

の
が
栃
尾
温
泉
。
民
宿
が
多
い
の

が
特
徴
で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
と

山
菜
や
川
魚
な
ど
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
お
ふ
く
ろ
の
味
が
人
気
。

公
共
露
天
風
呂
の
荒
神
の
湯
は
、

脱
衣
所
と
「
露
天
風
呂
」
と
書
か

れ
た
大
き
な
岩
が
あ
る
だ
け
の
野

趣
あ
ふ
れ
る
湯
。
夏
に
は
蒲
田
川

周
辺
で
ホ
タ
ル
も
見
ら
れ
る
。

　
温
泉
郷
で
最
大
規
模
を
誇
る
の

が
新
平
湯
温
泉
で
、
大
型
ホ
テ
ル

か
ら
和
風
旅
館
、
民
宿
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
宿
が
あ
る
。
親

水
公
園
の
た
る
ま
の
滝
は
冬
に
は

氷
瀑
と
な
り
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
。

ま
た
、
奥
飛
騨
ク
マ
牧
場
の
熊
は

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
に
観
光
客
ら
を
迎

え
る
。

　
昔
な
が
ら
の
素
朴
な
温
泉
風
景

を
見
せ
る
の
が
福
地
温
泉
。
山
里

の
静
け
さ
と
温
泉
を
楽
し
み
た
い

人
に
お
勧
め
。
平
安
時
代
の
村
上

天
皇
の
入
浴
伝
説
か
ら「
天
皇
泉
」

と
も
呼
ば
れ
、
日
本
百
名
湯
の
一

つ
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
玄
関
口

に
あ
り
、
最
も
歴
史
が
あ
る
。
武

田
信
玄
の
兵
た
ち
が
湯
に
浸
か
り

療
養
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
残

る
。
神
の
湯
は
老
猿
が
浸
か
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
平
湯
温
泉
の
発
祥

の
地
。
落
差

㍍
の
平
湯
大
滝
は

飛
騨
三
大
名
瀑
の
一
つ
。

　
「
超
（
ウ
ル
ト
ラ
）
の
心
髄
を

体
感
せ
よ
！
」
と
呼
び
か
け
る
の

は
、
６
月
８
日
開
催
さ
れ
る
第
３

回
「
飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
」
だ
。
国
内
屈
指
の
タ
フ
な
マ

ラ
ソ
ン
と
い
わ
れ
、
コ
ー
ス
は
１

０
０
㌔
と

㌔
の
長
距
離
。

　
高
山
市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、

道
の
駅
ひ
だ
朝
日
村
、
飛
騨
高
山

ス
キ
ー
場
、丹
生
川
支
所
を
経
て
、

福
祉
の
里
（
国
府
町
）
が
ゴ
ー
ル

と
な
る
。
１
０
０
㌔
コ
ー
ス
（
募

集
人
員
１
６
０
０
人
）
は
時
間
差

ス
タ
ー
ト
を
採
用
し
、
午
前
４
時


分
と
同
５
時
出
発
。

㌔
コ
ー

ス
（
同
９
０
０
人
）
は
同
５
時


分
出
発
と
な
る
。
参
加
料
は
そ
れ

ぞ
れ
１
万
６
千
円
、１
万
２
千
円
。

　
参
加
者
全
員
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
完

走
者
に
は
メ
ダ
ル
を
贈
呈
。
記
録

証
は
後
日
送
付
さ
れ
る
。
伝
統
息

づ
く
古
い
町
並
、
自
然
豊
か
な
乗

鞍
岳
を
望
む
コ
ー
ス
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
特
権

だ
。

　
４
月

日
ま
で
参
加
を
受
け
付

け
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
飛
騨

高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局
。
☎
０
１
２
０
（
８
４
６
）

０
２
４
。
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桜、温泉、祭…見どころいっぱい

ト
ピ
ッ
ク

壮
大
な
山
岳
観
光

中
部
山
岳
国
立
公
園

今
年

周
年
に

春
の
高
山

咲
き
誇
る
天
然
記
念
物

ト
ピ
ッ
ク

春の訪れ告げる
「山王祭」
４月、日に

高
山
祭

寺
院
や
神
社
数
多
く

新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
に

東
山
遊
歩
道

高
山

中
部
空
港
間

直
行
バ
ス
を
運
行濃

飛
バ
ス

桜
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高山市観光連絡協議会　一般社団法人飛騨・高山観光コンベンション協会

五色ケ原の森の滝。森の中で
は自然豊かな風景に出会える

雲
上
を
走
る
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
爽
快
だ

絶
景
が
広
が
る
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

　
飛
騨
高
山
の
魅
力
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
の
が
山
岳
観
光
だ
。
特

に
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
南
部
に

位
置
す
る
乗
鞍
高
原
は
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
に
最
適
だ
。

　
乗
鞍
岳
は
最
高
峰
の
剣
ケ
峰

（
３
０
２
６
㍍
）
を
は
じ
め
、


の
峰
と
七
つ
の
湖
、
八
つ
の
平
原

が
あ
り
、
季
節
ご
と
に
美
し
い
風

景
を
見
せ
て
く
れ
る
。
標
高
２
７

０
２
㍍
の
畳
平
ま
で
乗
鞍
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
（
５
月

日
～

月

日

は
マ
イ
カ
ー
規
制
）
で
気
軽
に
上

が
れ
る
。
山
開
き
祭
は
５
月

日

に
行
わ
れ
る
。

　
五
色
ケ
原
の
森
は
乗
鞍
岳
の

麓
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
南
端

に
広
が
る
約
３
千
㌶
の
森
林
地

帯
。
渓
流
や
滝
、
湖
沼
、
湿
原
が

あ
り
、
貴
重
な
山
野
草
や
野
生
動

物
、
昆
虫
な
ど
が
観
察
で
き
る
。

弘
法
大
師
を
宗
祖
と
す
る
高
野
山

真
言
宗
の
寺
「
千
光
寺
」
、
国
内

に
あ
る
観
光
鍾
乳
洞
と
し
て
は
日

本
最
高
地
点
の
標
高
９
０
０
㍍
に

あ
る
飛
騨
大
鍾
乳
洞
な
ど
見
ど
こ

ろ
も
多
い
。開
山
祭
は
５
月

日
。

　
国
内
唯
一
の
２
階
建
て
ゴ
ン
ド

ラ
で
壮
大
な
山
岳
風
景
が
楽
し
め

る
の
が
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

だ
。
新
穂
高
温
泉
か
ら
標
高
２
１

５
６
㍍
の
展
望
台
ま
で
、
約

分

を
か
け
て
上
る
。
展
望
台
か
ら
蒲

田
川
渓
谷
を
挟
ん
で
正
面
に
笠
ケ

岳
や
錫
杖
岳
を
望
む
眺
望
は
ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ

ャ
ポ
ン
に
２
つ
星
と
し
て
掲
載
さ

れ
、
世
界
に
誇
る
眺
め
に
認
め
ら

れ
た
。

　
な
お
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
は

１
９
３
４
年
に
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
、
今
年

周
年
の
節
目
を
迎

え
る
。

樹齢年余の臥龍桜。龍が臥したような根幹から名付けられた

　
岐
阜
県
高
山
市
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く

古
い
町
並
で
知
ら
れ
、
旅
行
ガ
イ
ド
「
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ

ン
改
訂
版
」
（
２
０
１
１
年
）
で
は
、
東

京
、
京
都
、
奈
良
、
日
光
と
並
ん
で
「
わ

ざ
わ
ざ
旅
行
す
る
価
値
が
あ
る
」
と
い
う

評
価
の
３
つ
星
を
獲
得
し
て
い
る
。
高
山

祭
、
桜
、
温
泉
、
イ
ベ
ン
ト
…
。
春
の
高

山
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

飛騨高山に春の訪れを告げる山王祭

　
飛
騨
高
山
と
い
え
ば
、
ま
ず
思

い
浮
か
ぶ
の
が
春
と
秋
に
行
わ
れ

る「
高
山
祭
」。京
都
の
祇
園
祭
、

秩
父
（
埼
玉
）
の
秩
父
夜
祭
と
並

ぶ
日
本
三
大
美
祭
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

　
高
山
祭
の
う
ち
、
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
の
が
「
山
王
祭
」
で
、
旧

高
山
城
下
町
の
南
半
分
の
氏
神
様

で
あ
る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の

例
祭
を
い
う
。
４
月

、

日
に

行
わ
れ
る
。

　
絢
爛
豪
華
な
屋
台

台
が
安
川

通
り
の
南
側
・
上
町
に
曳
き
揃
え

ら
れ
、
「
動
く
陽
明
門
」
と
も
い

わ
れ
る
見
事
な
姿
を
披
露
す
る
。

特
に
、
宮
川
に
架
か
る
朱
色
の
中

橋
を
ゆ
っ
く
り
と
渡
る
光
景
は
桜

と
も
相
ま
っ
て
息
を
の
む
ほ
ど
に

美
し
い
。

　
３
台
の
屋
台
に
よ
る
か
ら
く
り

奉
納
は
、
人
形
の
劇
的
な
変
化
や

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
に
驚

く
ば
か
り
。
ま
た
、

日
の
夜
祭

は
お
よ
そ
１
０
０
個
の
提
灯
を
付

け
た

台
の
屋
台
が
町
を
巡
り
、

宵
闇
に
浮
か
ぶ
す
姿
は
こ
れ
ま
た

美
し
い
。

　
な
お
、
秋
の
「
八
幡
祭
」
は
北

半
分
の
氏
神
で
あ
る
桜
山
八
幡
宮

の
、
実
り
の
秋
に
感
謝
し
て
開
催

さ
れ
る
例
祭
。

月
９
、

日
に

行
わ
れ
る
。

　
城
山
公
園
の
東
側
に
は
多
く
の

寺
院
や
神
社
が
あ
り
、
風
情
あ
る

建
物
や
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
巡
る

「
東
山
遊
歩
道
」
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
高
山
の
魅
力
を
伝
え
る
新

し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
高
山
の
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将

の
金
森
長
近
公
ゆ
か
り
の
禅
宗
寺

院
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
東
山
寺
院

群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
東
山
遊

歩
道
（
全
長
約
５
・
５
㌔
）
は
そ

れ
ら
貴
重
な
文
化
財
を
巡
る
ル
ー

ト
だ
。

　
本
堂
が
県
指
定
文
化
財
と
さ
れ

て
い
る
法
華
寺
、
鐘
楼
門
が
市
指

定
文
化
財
の
雲
龍
寺
、
座
禅
体
験

が
で
き
る
善
応
寺
な
ど
見
ど
こ
ろ

も
多
い
。
ま
た
、
近
く
に
あ
る
江

名
子
川
畔
遊
歩
道
も
ぜ
ひ
訪
れ
て

み
た
い
。
小
さ
な
橋
が
い
く
つ
も

架
か
り
、
趣
の
あ
る
風
景
が
楽
し

め
る
。

　
濃
飛
バ
ス
は
高
山
―
中
部
国
際

空
港
間
に
直
行
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
。
乗
り
換
え
な
し
で
、
大
き

な
荷
物
も
Ｏ
Ｋ
と
あ
っ
て
、
外
国

人
観
光
客
の
利
用
も
増
え
て
い

る
。

　
走
行
ル
ー
ト
は
中
部
国
際
空
港

―
ひ
る
が
の
高
原
Ｓ
Ａ
―
高
山
濃

飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
運
賃
（
片

道
）
は
中
部
国
際
空
港
―
同
バ
ス

セ
ン
タ
ー
間
が
大
人
４
千
円
、
子

ど
も
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
ダ
イ
ヤ
は
中
部
国
際
空
港
発


時
、
同
バ
ス
セ
ン
タ
ー
着

時


分
、
同
バ
ス
セ
ン
タ
ー
発

時
、

中
部
国
際
空
港
着

時

分
。
５

月

日
ま
で
毎
日
運
行
す
る
。

　
中
部
国
際
空
港
か
ら
の
利
用
者

に
は
高
山
祭
屋
台
会
館
な
ど
３
施

設
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。

　
問
い
合
わ
せ
、
予
約
乗
車
は
☎

０
５
７
７
（
３
２
）
１
６
８
８
。

ライトアップされた荘川桜。幻想的な雰囲気だ

　
飛
騨
高
山
を
代
表
す
る
桜
が
国

指
定
天
然
記
念
物
の
「
臥
龍
桜
」

（
一
之
宮
町
）
と

県
指
定
天
然
記
念

物
の
「
荘
川
桜
」

（
荘
川
町
中
野
）
だ
。
い
ず
れ
も

４
月
下
旬
か
ら
が
見
頃
と
な
る
。

　
臥
龍
桜
は
樹
齢
１
１
０
０
年
余

の
巨
木
。
も
と
も
と
は
１
本
の
桜

だ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
横
に
伸

び
た
大
枝
が
そ
の
重
み
で
地
面
に

つ
き
、そ
こ
か
ら
発
根
・
独
立
し
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
。

　
臥
龍
桜
と
い
う
名
は
、
あ
た
か

も
龍
が
臥
し
た
よ
う
な
枝
幹
の
様

子
を
目
に
し
た
大
幢
寺
の
道
仙
和

尚
に
よ
り
、
１
９
３
１
年
に
名
づ

け
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
　

　
荘
川
桜
は
樹
齢
５
０
０
年
余
の

２
本
の
老
桜
。
御
母
衣
ダ
ム
の
建

設
で
湖
底
に
沈
む
運
命
だ
っ
た

が
、
桜
を
愛
す
る
人
々
の
手
に
よ

り
、
世
界
史
上
例
を
見
な
い
大
移

植
事
業
を
経
て
こ
の
地
に
移
さ
れ

た
。
荘
川
桜
と
い
う
名
は
１
９
６

２
年
に
こ
の
桜
の
下
で
行
わ
れ
た

水
没
記
念
碑
序
幕
の
際
に
命
名
さ

れ
た
。

　
満
開
か
ら
３

日
間
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
ム
ー
ド

を
醸
し
出
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
・
中
橋
周
辺

の
桜
、
西
光
寺
（
清
見
町
大
谷
）

の
枝
垂
れ
桜
、
桜
野
公
園
（
国
府

町
広
瀬
町
）の
桜
な
ど
も
必
見
だ
。


